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概要

衣類はそのほとんどが可燃性であるため、ガステープ/レなどの火源に接すると着火する危険性があり、

着衣着火火災による死傷者は、一般住宅における火災の中で近年増加傾向にある。そこで、ガステーブ

ノレ類に起因する着衣着火火災について、その傾向をつかむために東京消防庁管内の消防署に依頼をして、

着火した衣服の素材や形状などの人的要因とガステーブル類周阿の環境的要因の両面から詳細な調査

を行った。結果を基に分析を行い、いくつかの特徴が表れた。

主なものは次のとおりである。

1.受傷者は女性が大半を占めた。

2.着衣は綿素材が多かった。

3.高齢者や幼児は火傷が重度になることが多かった。

1 はじめに

着衣着火火災は、何らかの火源により身に着け

ている衣類に着火した火災のことをいい、近年増

加の傾向にある。特にガステーブノレ類が原因とな

っているものが目立っており、被災者のほとんど

が火傷して、時には死に至る危険性もある。 1) (グ

ラフ l参照)
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グラフ 1 東京消防庁管内で発生した

着衣着火火災件数

ガステープル類は、日常生活の中で何気なく使

用されているものであり、火災の原因としての認

識は高いとは考えにくい。そこで、ガステープソレ

類が火災の原因となっている現状を把握し、火災
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予防のための資料とすることを目的に各消防署へ

調査依頼を行った。本報告は、結果を基に統計処

理を行ったものである

2 調査項目

調査項目は、次の通りである。

(1)着火衣類について

着火した衣類の種類、組成、表面の状態、重ね

着の状態

(2)ガスこんろについて

口数、乗っていた鍋などの状況、床面からの高

さ、前方と後方の距離

(3)火傷の程度と範囲について

身体のどの部位にどの程度の火傷を負ったか

ガステーブル類による着衣着火火災(以下『着

衣着火火災』とする。)が発生した際、管轄署にこ

れらの項目を一覧表に記入した上で、現場の写真

等の関係書類と共に、当研究室宛に送付してもら

う形をとった。

3 調査実施期間

平成 13年 6月 l日から平成 14年 3月 31日 (8

ヶ月間)

なお、これ以前の期間については、当研究室か

ら直接各消防署に問い合わせを行い、関係資料を

収集した。それらを合わせて、平成 13年度中の
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動時間帯であり、深夜は、比較的若い年齢層活動

時間帯の活動時間帯であることが、グラフ 3のよ

うな分布の根拠であるといえる。

統計とした。

(4) 年齢・男女別件数

グラフ 4は、死傷した人を年齢と性別で分けた

ものである。

4 結果

(1) 報告件数

調査期間中 31件の着衣着火火災が発生した。こ

のうち、死亡例は 2件で、年齢はいずれも 70歳代

であった。

女

6 5 

男女男IJでは、女性が 26人(84%)を占めていた。

これは、ガステーブル類を使用する機会が多い女

性がより若衣着火火災による受傷危険が高いこと

を示している。しかし、 70歳代を超えると男性の

傷者も現れており、独り 暮 らしの高齢者が増加し

ている社会の状況が反映されているといえる。
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(2) 月別発生件数

グラフ 2は、着衣着火火災件数(以下『件数』と

いう)を月別に分けて表したものである。
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(5) 着衣5Jlj件数

グラフ 5は、u火した衣類の種類別件数である。

このグラフからは、他の火災に見られる 「特に

冬場に増加する」傾向は読み取れない。台所は一

年を通じて使用することを考えると、妥当な結果

であるといえる。
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(3) 時間帯別件数

グラフ 3は、件数を発生した時間帯別に分けて

表したものである。

そ
の
他

ポ
ロ
シ
ャ
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー

T
シ
ャ
ツ

.
9
ン

ク
ト
ッ
プ

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

割
烹
着

シパ
ヤジ
ツャ
ス.マ
ブ
フ
ウ

可，
a
v
F
D
a
u『

q
u
内

4

・ln
v

制
醐

dr干

着火衣類別件数

このグラフでその他に含まれるものは、浴衣や

作務衣など、就寝時に身に着けるようなゆったり

とした衣服であった。他の項目からも、ゆったり

としている衣服を身に着けていて、着火している

ことが言える。
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発生時間帯別件数

このグラフは、人間の活動時間幣を反映してい

ることが考えられる。早朝は、比較的高齢者の活

グラフ 3



(6) 着衣の素材別件数

グラフ 6は、素材別に着衣を分けたものである。

このグラフからは、綿素材の衣服を石占ていて着火

する可能性が r~:'iî いことを示している。
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グラフ 6 着火した衣類の素材別内訳

(7)着火部位

グラフ 7は、着火部位別の件数である。
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グラフ 7 着火部位別内訳

袖が最も多かったが、そのほかの部位は胴体部

分が多い。調理中などに不用意に腕を伸ばした場

合だけが、着火の危険性があるとは限らないとと

を示しているといえる。

更に、グラフ 2からは季節による偏りがないこ

とが分かった。半袖の衣服を着用する季節でも、

着火の危険性に変わりがないことが、このグラフ

からも読み取れた。

(8) 重症度

グラフ 8は、死傷者を受傷程度で分けたもので

ある。

中等症以上がほぼ 3/4を占めていた O このこと

は、着衣着火で受傷すると、比較的重い火傷にな

る可能性が高いことを示しているといえる。また、

重篤と死亡の件数は、幼児と高齢者であった。全

体を通して、災害弱者である年齢層ほど重度の受

傷となっていた。

受傷程度別内訳

(9) 口数

グラフ 9は、ガステープ‘ル類の口数で件数を分

けたものである。

グラフ 9 ガステーブル類の口数別内訳

2口と 3口がほぼ同数であった O 最近普及が進

んでいる、口数の多いガステープノレ類も、従来か

らある 2口型のものと同様に危険性があることを

示している。

(l0) 受傷時の行為

グラフ 10は、受傷者が着火時に行っていたこと

を示す。

着火のきっかけとしてもっと多かったのは、ハ

ーナーを者けたまま、ガステーブル周囲の掃除を

するなど他の行為をした場合だった。また、ガス

テーフソレ周囲の棚などから物を取るために向きを

変えた場合もあり、火から注意をそらしたときに

着火していることが読み取れた。
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なかったことから、機会ある毎に継続的に呼び掛けをし

ていく必要があると考えられた。

衣服は綿製品のもの、そして、ゆったりとしたデ.サeイ

ンのものが多かった。受傷範囲は広範囲で、程度は中等

症以上が多かった。衣服のデザインなどと火傷の程度や

範囲の問に相関性があることは、これまでに行ってきた

衣類の燃焼実験から考察された 2)が、今回の調査からも

実験結果が裏付けられたと考えられた。

消火方法については、実験を行う中で着衣着火火災に

よる火傷が広範囲である点と火傷の軽減の両面から、 シ

ャワーなどを使用することが有効であることが考察でき

た。調査結果からも、 叩くだけでは消しきれずに浴槽に

入った例などがあり、これまでの実験結果からの考努が

実例とよく合っている事が分かつた。

着火したときの行為

不
明

(11) 消火方法

グラフ 11は受傷若干や周囲の人がどのようにして消火

したかを示している。
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消火行動

このグラフからは、叩くといった物理的方法よりも、

水を掛けるほうが消火に成功しやすいことを示している。

グラフ 11

5 まとめ

(1) ガステープ、ル類を原因とする着衣消火火災は、季節

や時間帯によらず発生していた。

(2) 受傷者は女性が大半を占めた。

(3)受傷程度は、中等症以上が多かった。また、幼児や

高齢者は特に重度になる傾向があった。

(4)着火部位は、袖だけに限らず、胴体部分も多かった。

(5) ほとんどの受傷者が綿製品の衣服でゆったりとし

たものを着用していた。

(6) 受傷したきっかけは、火を点けたまま他の事を した

など、火から窓臓がそれた場合が多かった。

(7)消火するとき、叩くだけでは消しきれずに水を使う

場合が多かった。
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6 考察

今回の調査を通して、ガステープ.ル類に関連した必衣

着火火災の減少のためには、火を使う側の意識を高める

必要があることを強く感じた。特に、年齢に関わらず女

性が受傷した場合が多く、 時間帯や季節的な特徴も現れ



STATISTICAL ANALYSIS OF GAS RANGE CLOTHES BURNING 

Osamu Komuro料¥SunaoToriya¥Yasuhisa Oginoヘ TamikoInoue七YujiSetoホ

Abstract 

Almost al1 clothes are burn呂bleand easy to c呂tcha fjre from anything burning圃 Thenumber of dead or 

injured person caused by “Clothes Burning" has been increasing recently. In order to invostigate further 

we obtained fire accident related data from the Tokyo Fire Departm合nt. The data we col1ected was for a 

wide range of i tems for instance， what was worn， what happened and any differences in condi tions 

Thrεe main characteristics were recorded from the data as fol10ws: 

l:Many women were involved in the accident. 

2:Cotton clothes were the main type of clothing worn. 

3:The older and the younger received more severe burns. 

* Second Laboratory ** Water Sources Section 
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